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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月10日(2017.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チューインガムの感覚刺激特性を改良するためのソルビトール粉末を使用する方法であ
って、該ソルビトール粉末が、レッチェの装置を使用する粒度分析によって決定される以
下の粒度分布；
　０重量％から１重量％の４００ミクロンを超える粒子、
　４０重量％から４５重量％の２５０ミクロンと４００ミクロンとの間の粒子、
　４８重量％から５３重量％の１００ミクロンと２５０ミクロンとの間の粒子、
　３．５重量％から８重量％の７５ミクロンと１００ミクロンとの間の粒子、および
　０重量％から２．５重量％の７５ミクロンを下回る粒子
を各種の画分の総和が１００重量％であるように有することを特徴とする、
方法。
【請求項２】
　前記感覚刺激特性が、イニシャルバイト、質感、甘味および／またはフレーバー強度か
ら選択されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ソルビトール粉末が、以下の粒度分布：
　０重量％から１重量％の４００ミクロンを超える粒子、
　４１重量％から４４重量％の２５０ミクロンと４００ミクロンとの間の粒子、
　４９重量％から５２重量％の１００ミクロンと２５０ミクロンとの間の粒子、
　４重量％から６重量％の７５ミクロンと１００ミクロンの間との粒子、および
　０重量％から１．５重量％の７５ミクロンを下回る粒子
を各種の画分の総和が１００重量％であるように有することを特徴とする、請求項１また
は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ソルビトール粉末が、結晶性ソルビトール材料のミリングおよび／またはスクリー
ニングによって得られることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　チューインガムの感覚刺激特性を改良するため又は香味料の含有量を減らすための方法
であって、以下の工程：
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　レッチェの装置を使用する粒度分析によって決定される以下の粒度分布：
　　０重量％から１重量％の４００ミクロンを超える粒子、
　　４０重量％から４５重量％の２５０ミクロンと４００ミクロンとの間の粒子、
　　４８重量％から５３重量％の１００ミクロンと２５０ミクロンとの間の粒子、
　　３．５重量％から８重量％の７５ミクロンと１００ミクロンとの間の粒子、および
　　０重量％から２．５重量％の７５ミクロンを下回る粒子
を各種の画分の総和が１００重量％であるように有する、少なくとも１つのソルビトール
粉末をチューインガム組成物に加える工程、および
　チューインガムを得る工程
を含む、
方法。
【請求項６】
　前記加えたソルビトール粉末が、前記チューインガムの５～８５重量％を占めることを
特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　チューインガムを製造するための方法であって、以下の工程：
　レッチェの装置を使用する粒度分析によって決定される以下の粒度分布：
　　０重量％から１重量％の４００ミクロンを超える粒子、
　　４０重量％から４５重量％の２５０ミクロンと４００ミクロンとの間の粒子、
　　４８重量％から５３重量％の１００ミクロンと２５０ミクロンとの間の粒子、
　　３．５重量％から８重量％の７５ミクロンと１００ミクロンとの間の粒子、および
　　０重量％から２．５重量％の７５ミクロンを下回る粒子
を各種の画分の総和が１００重量％であるように有するソルビトール粉末と、ガム基礎剤
とを混合する工程
を含む、
方法。
【請求項８】
　可塑剤および／または香味料を加える工程をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　レッチェの装置を使用する粒度分析によって決定される以下の粒度分布：
　　０重量％から１重量％の４００ミクロンを超える粒子、
　　４０重量％から４５重量％の２５０ミクロンと４００ミクロンとの間の粒子、
　　４８重量％から５３重量％の１００ミクロンと２５０ミクロンとの間の粒子、
　　３．５重量％から８重量％の７５ミクロンと１００ミクロンとの間の粒子、および
　　０重量％から２．５重量％の７５ミクロンを下回る粒子
を各種の画分の総和が１００重量％であるように有するソルビトール粉末と、ガム基礎剤
とを含む、チューインガム。
【請求項１０】
　可塑剤および／または香味料をさらに含む、請求項９に記載のチューインガム。
【請求項１１】
　２％から８５％（ｗ／ｗ）の前記ソルビトール粉末を含むことを特徴とする、請求項９
または１０に記載のチューインガム。
【請求項１２】
　レッチェの装置を使用する粒度分析によって決定される以下の粒度分布：
　０重量％から１重量％の４００ミクロンを超える粒子、
　４０重量％から４５重量％の２５０ミクロンと４００ミクロンとの間の粒子、
　４８重量％から５３重量％の１００ミクロンと２５０ミクロンとの間の粒子、
　３．５重量％から８重量％の７５ミクロンと１００ミクロンとの間の粒子、および
　０重量％から２．５重量％の７５ミクロンを下回る粒子
を各種の画分の総和が１００重量％であるように有する、



(3) JP 2016-510599 A5 2017.4.20

ソルビトール粉末。
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